
Ⅰ．はじめに

近年，生成AIの発展はめざましく，看護分野でもそ
の活用が注目されている．特に，地域看護研究において
は，地域におけるデータの収集や分析，地域の課題に即
したケアモデルの開発など，多様な可能性が広がってい
る．また，研究を推進するうえでの日ごろの業務におい
ても，生成AIの活用によって，業務の効率化が期待さ
れる．他方で，生成AIの存在は知りつつも実際に使っ
たことはない，あるいはめまぐるしい進化のスピードに
ついていけない，もっと効率よく使いたいという思いを
抱いている地域看護学の研究者も多いのではないだろう
か．そこで，本セミナーでは，生成AIなどの研究に取
り組んでいる平先生をお招きして，地域看護学の研究に
生成AIをいかに活用するかをご講演いただくことにし
た．

Ⅱ．研究セミナーの概要

1．講　　師
京都大学医学研究科人間健康科学専攻・助教の平和也
先生を講師にお迎えした．平先生は，奈良県の保健師と
しての経験をおもちである．現在は，公衆衛生学と情報
学のハイブリット領域，インターネット検索エンジンな
どのWEBログデータを用いて，政策指標の予測モデル
を構築する研究や大規模言語モデルを用いた研究を実施
されている．平先生に，「地域看護研究に生成AIをいか
に活用するか」についてご講演いただいた．

2．日時・方法
2025年3月15日（土）13：30～15：30にライブ配信
を行った．さらに，3月30日（日）までオンデマンド配
信を行った．

Ⅲ．講　　演

1．生成AIの概要とトレンド
1）人工知能（AI）とは（パワーポイント2枚目，以下

スライド2）：人工知能は，専門家の間でも明確な定義
はなされていない．1956年に，ダートマス大学で開催
されたコンピューター科学の研究会で初めて人工知能と
いう言葉が使われ，「機械が学習や知能をシミュレート
できるようにすること」や「Human Brain（人間の脳の
ような知能を創る）ものである」などさまざまな定義が
なされている．

2）AIと生成AIはなにが違うの？（スライド3）：従来
のAIモデルと生成AIの違いは，従来のAIモデルは各
タスクが分断されバラバラに対応する仕組みとなってい
る．たとえば翻訳用のAIでは翻訳以外のことはできな
い．他方で生成AIモデルは，多様かつ大量の情報やデー
タに対して，基板モデルが多くの分野をカバーし，一括
して処理できる．

3）生成AIの分類（スライド4）：生成AIには，①コー
ドの改変等が可能なオープンモデルの代表的なものには
Llama3.2， Phi3.5，モデルを公開しておらず，ユーザー
の権限を制限しているクローズドモデルにはGPT-4, 

Claudeなどがある．②規模からみると高性能，大規模
なものにはGPT-4，Claude，中性能小型なものには
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Deepseek R1や Phi3.5などがある．

2．生成AIの活用事例紹介─臨床・研究
1）研究紹介（スライド5）：平先生が2023年に発表し

た論文では，論文投稿時から1年前のChatGPT-3.5で，
おおむね日本の看護師国家試験に合格できるレベルで
あったが，必修問題だけ若干ミスがあった．しかし，最
新のモデル（GPT-4o）で，適切に入力すると完璧に合格
するレベルとなった．

2）臨床（スライド6）：Ayersら（2023）の研究では，
195件の患者の質問に対して人間の意思とChatGPTの
回答を比較した結果，「回答の質」「共感できる度合い」
とともに，ChatGPTのほうが高く評価されていた．

3）2025年3月には，100%生成AIが作成した論文が
機械学習系のトップレベルのワークショップで査読を通
過しており，論文執筆が半自動化される可能性もある．
地域看護や医学分野では住民や患者のデータを収集する
必要がある場合が多いが，数学や機械系などの分野では，
AIでアイデア出し，反復実験，論文の執筆まで実行す
る例もでてきている．

3．生成AIの基本と使い方
1）生成AIモデルごとの得意／不得意（スライド7）：
生成AIのモデルは100個以上あるといわれている．そ
のなかでも地域看護学の研究者にお勧めな3つのモデル
の特徴を紹介したい．①ChatGPTはバランスよくいろ
いろな機能がほしい，有料版はどれか1つだけしか使わ
ない，英語でのやり取りが多いときに有用である（講演
会時点では，英語の方が得意なモデルであったが，本稿
執筆時点では日本語特化モデルが公開されている）．
②Claudeは，日本語での文章能力が高いものがよい，
CSVファイルなどを投入する機能はない，生成AIとの
やり取りを気軽に共有したい場合に有用である．
③Perplexityは，WEB検索で最新の情報をとりたい，
引用情報が欲しい場合に有用である．ただし，この分野
の進歩は目覚ましく（各社，数か月に1回，新しいモデ
ルを投入してくる），半年程度で情勢がわかるため，あ
くまで現在の状況の説明となる．①ChatGPTと
③Perplexityには無料版もあるので，まずは無料版から
試してもよいと思う．

2）研究に生成AIを使う注意点（スライド8）：①出力
内容の真偽については，必ずヒトによるダブルチェック
を行う，②生成AIを活用して作成したコンテンツを含

む場合には，その旨をどこかに明記する（生成AIのバー
ジョンや設定についても，記録を残しておく）．③個人
情報や学内（社内）の機密情報は，生成AIに渡さないこ
とがあげられる．

4．生成AIの性能を引き出すコツ
1）プロンプト・エンジニアリング（スライド9）：生成

AIの性能を引き出すコツとしてプロンプト・エンジニ
アリングが大切である．プロンプト・エンジニアリング
とは「AI（人工知能）から望ましい出力を得るために，指
示文や命令文を設計，最適化するスキル」のことである．

2）代表的なテクニックや手法（スライド10-12）：プ
ロンプト・エンジニアリングの代表的なテクニックや手
法には以下の5点がある．①明確な指示と具体的な要求
をする，②複雑な問題のときには，段階的に指示を出す，
③AIに特定の役割を与える，④出力する形式（フォー
マット）を指定する，⑤期待する回答のスタイルや詳細
さのレベルを示す例示を活用することがあげられる．

3）テンプレートの活用も有効（スライド13）：また，
プロンプトについては，テンプレートの活用も有効である．

5．日常業務での活用事例紹介
1）活動事例：以下の10点を紹介する．具体的なプロ
ンプトはパワーポイントを参照されたい．
① 研究の構想・計画立案（スライド14）：複数の生成

AIに同じ質問を同時に回答させることによって，
生成AIが誤った情報や存在しない内容を生成する
「ハルシネーション」対策を行うこともある．
② 論文の要約・質問（スライド15）
③ データ分析（データ投入）（スライド16-18）：生成AI

に投入した質問やデータは生成AIの再学習に使用
される可能性があり，情報漏洩につながる可能性が
ある．そのため，生成AIの研究での活用については，
倫理審査委員会の承認内容に準じる必要がある．
④ データ分析（データ未投入）（スライド19-20）：デー
タを生成AIに投入できないときの例を示した．R, 

Python, SPSSのシンタックス等で統計の分析を実
行するためのプログラム・コードを書いてもらうこ
とも可能．
⑤ 英文メールの返事＜指示・回答＞（スライド21-22）：
英文メールに適切に返事をしたい場合などに有用．
⑥ 査読コメント対応＜指示＞（スライド23）：英語論
文で理不尽なコメントが来たときの回答を一緒に検
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討してもらう．
⑦  EXCELの関数作成（スライド24-25）
⑧ 文章の分類（スライド26-27）：文章を指定したラベ
ルに分けてもらう．
⑨ 簡単なフロー図の作成（スライド28-29）
⑩ 会議議事録の作成として，トランスクリプトをすべ
てコピーしてChatGPTに入れて議事録として成型
する．この場合，フォーマットの指定もプロンプト
で行う．ただし，社外秘・学外秘の情報は流出の恐
れがあるので含めない．

2）独自開発されたAIが必要な作業（スライド30）：
これらには，文字起こし（Whisper, UD Talk, etc..），
高度な画像生成（Stable Diffusion, Midjourney etc...），
音声生成（VOICEVOX, COEIROINK, A.I.VOICE, 

VOICEPEAK, AquesTalk, etc..），作曲（SUNO, 

Jukebox, Amper Music, etc...）などが含まれている．
3）発展途上の技術（スライド31）：Powerpoint等の

スライド作成（Claude×Marp, Gamma, Copilot Pro, 

Canva, etc...），動画生成は，いまのところ発展途上で
ある．

6．生成AIの倫理的課題と今後の展望
1）看護分野におけるAIの展望（スライド32）：

ChatGPTで作成した図を提示した．
2）保健師では？（スライド33）：ChatGPTで作成し

た図を提示した．
3）戦略的なロードマップが必要（スライド34）：今後
は，業務を洗い出したうえで，業務特性を確認し，AI

に任せられるものは任せることで業務の効率化を図るな
どして，看護の質向上に向けたロードマップが必要．

4）生成AIの導入フェーズ（スライド35）：フェーズ1

（Empower Employees）は個人的に利用している状態，
フェーズ2（Optimize operations）はスタッフ内で活
用，フェーズ3は（Engage Customers）は患者さん向け
サービスなどに活用する段階である．

5）生成AI時代に必要なスキル（スライド36）：これ
には問いを立てる力，仮説を立てる力，選択する力がある．

Ⅳ．質疑応答

質問が多かったため質問のいくつかを紹介する．
問1：教育，研究，実践でAIを使用するなかで，「役

立った！」「おすすめ！」という使い方はありますでしょ

うか．
回答：「統計ソフトの分析用プログラム・コードの作
成」や公的統計など生成AIに入力できるデータの加工
やグラフの作成など，最終結果が明確なものが私個人と
してはおすすめです．また，英語は非常に綺麗なので，
ニュアンスや表現の調整などにもよく使用しています．
一方で，調べ物（嘘をつくかもしれないので，結局自分
で調べないといけない）や文書の生成や要約（細かい言
葉の使い方が自分と異なる，自分の意図と異なるなど内
容確認や手直しが必要），アイデア出し（こちらにアイ
デアの種があって壁打ち相手ならよいですが，完全オリ
ジナルで考えさせると，新規性にかける無難なものにな
りがちです）などは，現状では自分でした方がよいのか
なと思っています．
問2：AIの倫理的な判断について，AIになにを学習
させるかで，問題となるような判断を下すことがあると
報道をみましたが，近年は解決されてきているのでしょ
うか．
回答：多数あるAIによって学習しているデータや制

約条件（暴力的な表現や医療などの人の命に関わる内容
については明言しないように，など）が異なるので一概
にいえないところがあります．ChatGPTなどは，学習
データを公表しておらず，ありとあらゆるデータが使用
されていると思いますが，画像などには著作物も含まれ
るでしょうし，データのバイアス（大学教授だと白人の
高齢の男性，看護師だとアジア圏の若い女性の画像が生
成されやすい等）など完全に問題をなくすことはできな
いと思われますので，使う側の人間が倫理観をもって，
最終判断と責任をもつ必要があるのだと考えています．
問3：プロンプトとはなんでしょうか．
回答：生成AIに人間が指示を出したり，質問をした

りするときに入力する文章のことを「プロンプト」と呼
びます．
問4：看護師国家試験において生成AIが間違えやす
い問の特徴はありますでしょうか．
長文の問題だと正答率が下がるのでしょうか．
回答：複数選択問題や特定の年度の疫学統計値を問う
問題が不得意で，対象者の心情面などが予想に反して得
意だった印象があります．ただし，私が論文を執筆した
時点のモデルからAIもかなりの進歩を遂げているので，
現状ではこれらの問題も解消されている部分があるかも
しれません．
問5：AIで投入するデータは記述形式が好ましいよう
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に感じたのですが，名義尺度や順序尺度のような変数で
基盤モデルの作成や変数の入力から予測値を算出するこ
とは可能なのでしょうか．
回答：従来の機械学習と生成AIのような基盤モデル

とを混在して理解されてしまっているかもしれません．
従来の機械学習であれば，量的データを扱うモデルで，
特定の目的をもって予測するといったAIでした．一方
で，基盤モデルはありとあらゆる分野の情報をテキスト
ベースで大量に学習したうえで，さまざまな形式のデー
タを扱える（マルチモーダルといいます．PDFや表形式，
画像や音声，動画など扱えます）ようになっているので，
機械学習や統計学の知識も把握しているからこそ，量的
データを使って予測モデルも構築できる，といった感じ
です．
問6：この分野の研究を現場の保健師に説明しようと
すると，「仕事をとられるかもしれない」と身構えられ
てしまうような懸念がありまして，なにか誤解を招かな
いように日々配慮されているアクションプランはありま
すか．
回答：現状では，人間が指示を出さないことには動か
ない（意思や欲求はもたない）ですし，出力の結果から
判断・選択をして，実行に移すのも人間ですので，あく
まで補助ツールと認識すべきでしょう．余談ですが，国
内の人口減少トレンドは変わらず，地方自治体の医療・
福祉の制度維持も難しくなる地域がでてくることも予測
されている現状において，業務を整理し，生成AIと協
働していくことは避けては通れない道かと思いますの
で，適切な向き合い方を考えていくという姿勢が大事で
はないでしょうか．
問7：論文等の文献PDFをそのままAIに読み込ませ

るのは，著作権等の問題はないのでしょうか．
回答：論文に限らず入力するデータの著作権をだれが
保有しているのか，によるかなと思います．WEB上で
公開されており，Public domainで自由に使用してよい
情報などは問題ないですし，有料の会員しかみられない
文献等であれば，注意して確認を取りながら扱う方が無
難です．
問8：学生に対しては，どこまでAIに関する教育を
したり，活用に関して説明したりしていますか．
回答：看護師や保健師の専門職教育においては，現状
ではほとんど使用していません．医療的な内容は生成
AIも明言しないように制約がかかっていることも多い
ですし，誤りがあってはいけないので，確かな情報（1

次情報）にアクセスするのが原則だと思います．一方で，
大学院などで研究をメインにするときに統計ソフトの
コード作成やエラー解消などについては，補助的に使っ
ており，RやPythonなどの使用ハードルが下がってい
るなという実感はあります（入力するデータが個人情報
を含む場合などは取り扱いの指導を徹底する必要があり
ます）．
問9：パワーポイント等のスライドを作成する際に生
成AIをうまく活用するアドバイスが欲しいです．
回答：現状では，パワーポイントなどのスライドの生
成については，まだまだ実用レベルではないというのが
私の実感です．スライドの配色や文字の配置などは，人
間側の好みやセンスといったものも多分に含まれるた
め，満足のいくできにはなりにくいと思います．記述す
る内容や構成を生成AIと対話しながら作成して，デザ
インは自分で行う，というのが現状では妥協点かなと思
います．
問10：個人情報を含むデータや組織内の情報を扱え
ない（情報流出の懸念から）ことが大きな障壁になると
思います．現段階でできる対策等を知りたいです．
回答：使用する情報の機密性とサービス提供者の規約
によるところかと思います．サービスによっては，利用
者が入力した情報を再学習には使用しないと規約に書い
ていることもあるので，倫理審査等で問題ないと判断さ
れれば，利用できることもあるかもしれません．
（Microsoftが提供しているAzure OpenAI Serviceなど
が企業では使われていると聞きます）ただし，あくまで
規約上での約束にはなるので，将来的に変更にならない
可能性や当該企業がサイバー攻撃を受けるなどリスクが
ゼロではありませんので，確実に漏洩させないようにす
るには，ローカル生成AI（生成AIをダウンロードして，
デスクにある自分のPCの計算能力で全て処理する）し
かないかなと思います．近年では，中・小型の生成AI

の性能も向上してきていますので，近い将来に実用レベ
ルに到達するのではないかと思います．

Ⅴ．研究セミナーを終えて

研究セミナーの参加者は171人であり，内訳は，学会
員146人（85.4%），非会員12人（7.0%），学生（学部・
大学院）13人（7.6%）であった．オンデマンド動画の再
生回数は208件であった．
アンケートには41人から回答があり有効回答は39人

 日本地域看護学会誌　Vol.28 No.2, 2025 81



であった．回答者の居住地は北海道から沖縄まで28都
道府県に及んだ．セミナーの内容，講演時間，オンデマ
ンド期間に関しては，よかったという意見がもっとも多
かった．「生成AIの基本について理解できましたか」「実
践・教育・研究における生成AIの活動を理解できまし
たか」という質問には，「かなり理解できた」と「まあ理
解できた」をあわせてそれぞれ38人（97.5%）であった．
また，自由記載に関しては「活用方法について具体的に
示していただき大変参考になった」「実際に活用してAI

に対する考えを深めていきたい」などAIへの理解や活
用に前向きな意見が寄せられた．以上のことから，今回
の研修の内容は時代のニーズにみあったものであり，今
後の地域看護学における実践・研究・教育へのAIの活
用促進を期待できるものであったと考えられる．まずは，
地域看護学においてAIを利活用できるように，われわ
れも地域看護の研究のみならず，実践や教育についても

積極的に公表や発信をしていくことの必要性を再認識す
る機会となった．また，全国から参加があったことも，
オンライン配信の強みであると考えられる．
講師の平先生には，AIに不慣れな参加者にもわかり
やすいよう，視覚的な情報をふんだんに取り入れ，多く
の実例を示しながら具体的に説明していただき，参加者
のAIに対する理解が深まり，大変有意義な時間となっ
たことに深く感謝申し上げます． （文責：鈴木良美）

2024年度研究活動推進委員会
委 員 長：大森　純子（聖路加国際大学大学院）
副委員長：平野美千代（札幌医科大学）
委　　員：和泉　京子（武庫川女子大学）
　　　　　牛尾　裕子（山口大学）
　　　　　鈴木　良美（東京医科大学）
　　　　　松永　篤志（東北大学大学院）
　　　　　山下留理子（徳島大学大学院）
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京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
平
和
也

地
域
看
護
に

生
成

A
Iを
い
か
に
活
用
す
る
か

GE
NE
RA
TI
VE
 A

I 
AP
PL
IC
AT
IO
N 

FO
R 

CO
MM
UN
IT
Y 

HE
AL
TH
 N

UR
SI
NG

を
い
か
に
活
用
す
る
か

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

発
表
に
関
連
し
，
開
示
す
べ
き

関
係
に
あ
る
企
業
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
料
１
　

ス
ラ
イ
ド

 1
ス
ラ
イ
ド

 2
ス
ラ
イ
ド

 3

ス
ラ
イ
ド

 4
ス
ラ
イ
ド

 5
ス
ラ
イ
ド

 6

ス
ラ
イ
ド

 7
ス
ラ
イ
ド

 8
ス
ラ
イ
ド

 9

冬冬 のの 時時 代代
冬冬 のの 時時 代代

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

お
も
ちゃ
の
問
題

（
トイ
・プ
ロブ

レム
）

迷
路
を解

く
エキ

ス
パ
ート
シ
ス
テム

（
条
件

が
揃
え
ば
、

の
応
答
をす

る
）

感
染
症
の
病
原
菌
と抗

生
物
質
を提

案
機
械
学
習
・デ
ィー
プ
ラー
ニン

グ
（
大
量
の
デ
ータ
か
ら特

徴
を発

見
す
る
）

（
囲
碁
）

生
成

（
高
度
な
自
然
言
語
能
力

）

19
60
年
代

19
70
年
代

19
80
年
代

19
90
年
代

20
00
年
代

20
10
年
代

20
20
年
代

年
に
、ダ
ート
マス

大
学
（
米
国
）
で
開
催
され

た
コン
ピュ
ータ
科
学
の
研
究
会
議
の
提
案
書
に
は
、以

下
の
記
載
が
あ
る
。

・機
械
が
学
習
や
知
能
をシ

ミュ
レー
トで

きる
よう
に
す
る

・
（
人
間
の
脳
の
よう
な
知
能
を創

る
）

⇨
人
工
知
能
は
、専

門
家
の
間
で
も
明
確
な
定
義
は
な
され

てい
な
い

第
１
次

第
２
次

第
３
次

第
４
次

ブー
ム１
．
生
成

AI
の
概
要
と
ト
レ
ン
ド

１
）
人
工
知
能

(A
I)
と
は

オ
ー
プ
ン
な
モ
デ
ル

ク
ロ
ー
ズ
ド
な
モ
デ
ル

Ch
at

GP
T, 

Cl
au

de

Lla
m

a3
.2,

 Ph
i3.

5

高
性
能
・
大
規
模

中
性
能
・
小
型

GP
T-

4, 
Cl

au
de

Lla
m

a,
 D

ee
pS

ee
k, 

Ph
i3

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

３
）
生
成

A
Iの

分
類

3.
生
成

A
Iの
基
本
と
使
い
方

１
）
生
成

A
Iモ
デ
ル
ご
と
の
得
意

/不
得
意

各各
社社
、、
数数
かか
月月
にに
１１
回回
、、
新新
しし
いい
モモ
デデ
ルル
をを
投投
入入
しし
てて
くく
るる
たた
めめ
、、
随随
時時
変変
化化
しし
まま
すす
がが
。。
。。

バ
ラ
ン
ス
よ
く
色
々
な
機
能
が
ほ
し
い

有
料
版
は
ど
れ
か
１
つ
だ
け
し
か
使
わ
な
い

英
語
で
の
や
り
取
り
が
多
い
（
英
語
入
力
が
可
能
）

① ②
日
本
語
で
の
文
章
能
力
が
高
い
も
の
が
良
い

CS
Vフ
ァ
イ
ル
な
ど
を
投
入
す
る
機
会
は
な
い

生
成

AI
と
の
や
り
取
り
を
気
軽
に
共
有
し
た
い

③
W

EB
検
索
で
最
新
の
情
報
を
と
り
た
い

引
用
情
報
が
欲
し
い

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２
）
研
究
に
生
成

A
Iを
使
う
注
意
点

①①
出出
力力
内内
容容
のの
真真
偽偽
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
必必
ずず
ヒヒ
トト
にに
よよ
るる
ダダ
ブブ
ルル
チチ
ェェ
ッッ
クク
をを
行行
うう

②②
生生
成成

AI
をを
活活
用用
しし
てて
作作
成成
しし
たた
ココ
ンン
テテ
ンン
ツツ
をを
含含
むむ
場場
合合
にに
はは
、、
そそ
のの
旨旨
をを
どど
ここ
かか
にに

明明
記記
すす
るる
。。

（（
生生
成成
ＡＡ
ＩＩ
のの
ババ
ーー
ジジ
ョョ
ンン
やや
設設
定定
にに
つつ
いい
てて
もも
、、
記記
録録
をを
残残
しし
てて
おお
くく
））

➂
個
人
情
報
や
学
内
（
社
内
）
の
機
密
情
報
は
、
生
成

AI
に
渡
さ
な
い
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

8

４
．
生
成

A
Iの
性
能
を
引
き
出
す
コ
ツ

１
）
プ
ロ
ン
プ
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

AI
（（
人人
工工
知知
能能
））
かか
らら
望望
まま
しし
いい
出出
力力
をを
得得
るる
たた
めめ
にに
、、
指指
示示
やや
命命
令令
をを
設設
計計
、、
最最
適適
化化
すす
るる
スス
キキ
ルル

ht
tp
s:
//w

w
w.

pr
om

pt
in
gg

ui
de

.a
i/j
p

W
EB
上上
でで
ププ
ロロ
ンン
ププ
トト
ガガ
イイ
ドド
がが
公公
開開

ささ
れれ
、、
日日
本本
語語
訳訳
ささ
れれ
たた
もも
のの
もも
ああ
るる
。。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２２
．．
生生
成成

AI
のの
活活
用用
事事
例例
紹紹
介介

-臨臨
床床
・・
研研
究究

-
１１
））
研研
究究
紹紹
介介

１
年
前
の

Ch
at

GP
T-

3.5
で
、
概
ね
日
本
の

看
護
師
国
家
試
験
を

PA
SS
で
き
る
レ
ベ
ル

（
必
修
問
題
だ
け
若
干

M
iss
）

最
新
の
モ
デ
ル

(G
PT

-4
o)
で
、
適
切
に
入
力

す
る
と
完
璧
に

PA
SS
。

(出
典

)T
ai

ra
, K

., I
ta

ya
, T

., &
 H

an
ad

a,
 A

. (
20

23
). 

Pe
rf

or
m

an
ce

 o
f t

he
 

la
rg

e 
la

ng
ua

ge
 m

od
el

 C
ha

tG
PT

on
 th

e 
na

tio
na

l n
ur

se
 e

xa
m

in
at

io
ns

 
in

 J
ap

an
: e

va
lu

at
io

n 
st

ud
y.

 J
M

IR
 n

ur
sin

g,
 6

, e
47

30
5.

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

MA
CH

IN
E
LE

AR
NI

NG

・
19

5件
の
患
者
の
質
問
に
対
し
て
、

人
間
の
医
師
と

Ch
at

GP
Tの
回
答
を
比
較

・
「
回
答
の
質
」
、
「
共
感
で
き
る
度
合
い
」
と
も
に

Ch
at

GP
Tの
方
が
高
く
評
価
さ
れ
た

Ch
at

GP
T

> 
人人
間間
のの
医医
師師 (出

典
)A

ye
rs

, J
. W

., P
ol

ia
k,

 A
., D

re
dz

e,
 M

., L
ea

s, 
E.

 C
., Z

hu
, Z

., K
el

le
y,

 J
. B

., .
.. &

 S
m

ith
, D

. 

M
. (

20
23

). 
Co

m
pa

rin
g 

ph
ys

ic
ia

n 
an

d 
ar

tif
ic

ia
l i

nt
el

lig
en

ce
 c

ha
tb

ot
 re

sp
on

se
s 

to
 

pa
tie

nt
 q

ue
st

io
ns

 p
os

te
d 

to
 a

 p
ub

lic
 s

oc
ia

l m
ed

ia
 fo

ru
m

. J
AM

A 
in

te
rn

al
 m

ed
ic

in
e,

 

18
3(

6)
, 5

89
-5

96
.

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２２
））
臨臨
床床

画
像

２
）

A
Iと
生
成

A
Iは
何
が
違
う
の
？

テ
キ
ス
ト

数
値

音
声

画
像

モ
デ
ル

自
然
言
語

モ
デ
ル

構
造

デ
ー
タ

モ
デ
ル

音
声

モ
デ
ル

人
物
の
感
知

顔
認
証

対
話

翻
訳

文
書
生
成

予
測

分
類

音
声
生
成

多
様
か
つ
大
量
の
情
報
・
デ
ー
タ

基
盤
モ
デ
ル

従従
来来
のの
A
Iモモ
デデ
ルル

（（
各各
タタ
スス
クク
がが
分分
断断
ささ
れれ
てて
ババ
ララ
ババ
ララ
にに
））

生生
成成

モモ
デデ
ルル

（（
基基
盤盤
モモ
デデ
ルル
がが
多多
くく
のの
分分
野野
をを
カカ
ババ
ーー
））

テ
キ
ス
ト

特
化

モ
デ
ル

構
造

デ
ー
タ
特
化

モ
デ
ル

画
像

特
化

モ
デ
ル

音
声

特
化

モ
デ
ル

人
物
の
感
知

顔
認
証

対
話

翻
訳

文
書
生
成

予
測

分
類

音
声
生
成

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止
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（
資
料
１
　
つ
づ
き
）

ス
ラ
イ
ド

 1
0

ス
ラ
イ
ド

 1
1

ス
ラ
イ
ド

 1
2

ス
ラ
イ
ド

 1
3

ス
ラ
イ
ド

 1
4

ス
ラ
イ
ド

 1
5

ス
ラ
イ
ド

 1
6

ス
ラ
イ
ド

 1
7

ス
ラ
イ
ド

 1
8

２
）
代
表
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
手
法

①①
．．
明明
確確
なな
指指
示示
とと
具具
体体
的的
なな
要要
求求
をを
すす
るる

・・
何何
文文
字字
程程
度度
でで
出出
力力
すす
るる
のの
かか
。。

・・
文文
章章
のの
難難
易易
度度
はは
？？
（（
小小
学学
生生
向向
けけ
？？
高高
校校
生生
向向
けけ
？？
大大
学学
院院
生生
レレ
ベベ
ルル
？？
））

・・
日日
本本
語語
？？
英英
語語
？？

・・
文文
章章
のの
構構
成成
はは
？？
（（
例例
：：
緒緒
言言
、、
目目
的的
、、
方方
法法
、、
結結
果果
、、
考考
察察
のの
段段
落落
にに
分分
けけ
てて
書書
くく
））

②②
．．
複複
雑雑
なな
問問
題題
のの
とと
きき
にに
はは
、、
段段
階階
的的
にに
指指
示示
をを
出出
すす
。。

・・
「「
１１
．．
問問
題題
をを
分分
析析
すす
るる
」」
、、
「「
２２
．．
解解
決決
策策
をを
提提
案案
すす
るる
」」
、、

「「
３３
．．
各各
解解
決決
策策
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
とと
デデ
メメ
リリ
ッッ
トト
をを
上上
げげ
るる
」」
のの
よよ
うう
なな
手手
順順
ごご
とと
にに
指指
示示
をを
すす
るる

・・
「「
スス
テテ
ッッ
ププ
ババ
イイ
スス
テテ
ッッ
ププ
でで
考考
ええ
てて
、、
答答
ええ
をを
出出
すす
前前
にに
深深
呼呼
吸吸
をを
しし
てて
かか
らら
」」
とと
いい
うう

フフ
レレ
ーー
ズズ
をを
入入
れれ
るる
。。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２
）
代
表
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
手
法

③③
AI
にに
特特
定定
のの
役役
割割
をを
与与
ええ
るる

（（
例例
））
ああ
なな
たた
はは
、、

[特特
定定
のの
分分
野野

]のの
第第
一一
人人
者者
でで
ああ
るる
研研
究究
者者
でで
すす
。。

最最
新新
のの
研研
究究
動動
向向
とと
、、
そそ
のの
分分
野野
のの
歴歴
史史
的的
なな
発発
展展
のの
両両
方方
にに
精精
通通
しし
てて
いい
るる
もも
のの
とと
しし
てて

回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

pe
er

-r
ev

ie
w

ed
 jo

ur
na

lにに
掲掲
載載
ささ
れれ
るる
レレ
ベベ
ルル
のの
厳厳
密密
ささ
とと
深深
ささ
でで
回回
答答
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

④④
出出
力力
すす
るる
形形
式式
（（
フフ
ォォ
ーー
ママ
ッッ
トト
））
をを
指指
定定
すす
るる
。。

・・
「「
箇箇
条条
書書
きき
でで
」」
「「
表表
形形
式式
でで
」」
「「

JS
O

N
形形
式式
でで
」」
出出
力力
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

・・
アア
カカ
デデ
ミミ
ッッ
クク
ララ
イイ
テテ
ィィ
ンン
ググ
でで
英英
語語
にに
訳訳
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２
）
代
表
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
手
法

⑤⑤
期期
待待
すす
るる
回回
答答
のの
スス
タタ
イイ
ルル
やや
詳詳
細細
ささ
のの
レレ
ベベ
ルル
をを
示示
すす
例例
示示
をを
活活
用用
すす
るる

（
例
）
以
下
の
褥
瘡
予
防
の
例
を
参
考
に
、
同
じ
形
式
で
「
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
基
本
ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。
各
項
目
に
２
－
３
の
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
含
め
、
看
護
学
生
が
理
解
し
や
す
い
簡
潔
な
表
現
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

褥
瘡
（
床
ず
れ
）
予
防
の
基
本
ケ
ア
：

1. 
定
期
的
な
体
位
変
換

-頻
度
：

2時
間
ご
と

-方
法
：

30
度
側
臥
位
を
活
用

2.
 圧
力
分
散

-エ
ア
マ
ッ
ト
レ
ス
の
使
用

-か
か
と
の
浮
遊

3. 
ス
キ
ン
ケ
ア

-清
潔
保
持
：

1日
1回
の
清
拭

-保
湿
：
弱
酸
性
ク
リ
ー
ム
の
塗
布

4.
 栄
養
管
理

-タ
ン
パ
ク
質
・
ビ
タ
ミ
ン

Cの
摂
取
促
進

-適
切
な
水
分
補
給

5.
 ア
セ
ス
メ
ン
ト

-ブ
レ
ー
デ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
活
用

-好
発
部
位
の
観
察
（
仙
骨
部
、
踵
部
等
）

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

②
論
文
の
要
約
・
質
問

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

こ
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
将
来
の
研
究
を
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
研
究
が
考
え
ら
れ
る
か
、
ア
イ
デ
ア
を
箇
条
書
き
で
１
０
個
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

添
付
し
た

PD
Fフ
ァ
イ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を

10
00
文
字
程
度
に
ま
と
め
て
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

要
約
し
た
後
、

PD
Fの
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
質
問
し
た
い
の
で
、
準
備
が
で
き
て
い
た
ら
、
「
質
問
し
て
く
だ
さ
い
」
と
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

※
PD

Fフ
ァ
イ
ル
を
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
で
添
付

③
デ
ー
タ
分
析
（
デ
ー
タ
投
入
）

※
た
だ
し
、
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
は
倫
理
審
査
の
申
請
内
容
に
準
じ
る
こ
と

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

St
or

ok
eを
ア
ウ
ト
カ
ム
、
そ
れ
以
外
の
変
数
を
す
べ
て
説
明
変
数
と
し
て
用
い
た
回
帰
分
析
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

モ
デ
ル
の
予
測
精
度
及
び
各
説
明
変
数
が
ア
ウ
ト
カ
ム
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
表
に
ま
と
め
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

5.
日
常
業
務
で
の
活
用
事
例
紹
介

１
）
活
用
事
例

①
研
究
の
構
想
・
計
画
立
案

天天
秤秤

やや
とと
いい
っっ
たた
ササ
ーー
ビビ
スス
でで
複複
数数
のの
生生
成成

にに
同同
じじ
質質
問問
をを
同同
時時
にに
回回
答答
ささ
せせ
るる
ここ
とと
もも
⇒⇒
ハハ
ルル
シシ
ネネ
ーー
シシ
ョョ
ンン
対対
策策

#指
示
事
項
：

あ
な
た
は
地
域
看
護
学
の
プ
ロ
の
研
究
者
で
す
。

以
下
の
目
的
と
制
約
条
件
を
ふ
ま
え
、
研
究
計
画
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
考
察
を
行
い
、

最
終
結
論
の
み
を
日
本
語
で
出
力
し
て
く
だ
さ
い
。

＃
目
的
：

・
日
本
で
要
介
護
認
定
を
受
け
た
在
宅
療
養
者
の
褥
瘡
の
有
病
率
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

#制
約
条
件
：

・
国
際
誌
に
掲
載
で
き
る
レ
ベ
ル
の
堅
牢
な
研
究
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
く
だ
さ
い
。

#出
力
形
式
：

・
研
究
対
象
者
（
設
定
の
根
拠
も
含
む
）
、
調
査
方
法
、
調
査
期
間
、
調
査
項
目
、
分
析
方
法
の
項
目
に
分
け
て
出
力
し

て
く
だ
さ
い
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

③
デ
ー
タ
分
析
（
デ
ー
タ
投
入
）

※
た
だ
し
、
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
は
倫
理
審
査
の
申
請
内
容
に
準
じ
る
こ
と

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
変
数
の
記
述
統
計
を
出
力
し
て
く
だ
さ
い
。

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

St
ro

ke
変
数
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
、
関
連
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
分
析
を
し
た
い
で
す
。

ま
ず
は
、
単
変
量
で
の
関
連
を
み
る
た
め
の
検
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
、
「
結
果
を
表
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
指
示
も

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

St
or

ok
eと

H
yp

er
te

ns
io

nの
２
変
数
の
関
係
を
図
示
し
、
検
定
の
結
果
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

３
）
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
活
用
も
有
効

#指
示
事
項
：

あ
な
た
は
｛
役
割
｝
で
す
。

以
下
の
目
的
と
制
約
条
件
を
ふ
ま
え
、
入
力
を
も
と
に
、
結
果
を
出
力
し

て
く
だ
さ
い
。
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
で
考
察
を
行
い
、
最
終
結
果
の

み
を
出
力
し
て
く
だ
さ
い
。

＃
目
的
：

｛
文
章
｝

#制
約
条
件
：

｛
文
章
｝

#入
力
：

｛
文
章
｝

#出
力
形
式
：

｛
文
章
｝

｛
役
割
｝

の
例

日
本
の
看
護
師
、
保
健
師
、
医
療
専
門
職
、
公
務
員

XX
Xの
専
門
家
、
国
際
的
に
活
躍
す
る

XX
Xの
研
究
者

et
c..

#制
約
条
件
の
例

・
文
字
数
は
、

XX
XX
文
字
以
内
で
出
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ア
メ
リ
カ
英
語
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
本
語
で
出
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
XX

Xの
用
途
で
使
え
る
表
現
で
（
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
の
ル
ー
ル
で
、
等
）

#入
力

の
例

・
校
正
、
要
約
、
翻
訳
等
を
し
た
い
文
章
な
ど

#出
力
形
式
の
例

・
箇
条
書
き
で
、
表
形
式
で
、

Rや
Py

th
on
、

SP
SS
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
で
、
等

・
そ
れ
以
外
に
詳
細
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
指
定

（
緒
言
、
方
法
、
結
果
、
考
察
の
項
目
で
段
落
を
作
成
し
て
、
段
落
ご
と
に
作
成
、
な
ど
）

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

③
デ
ー
タ
分
析
（
デ
ー
タ
投
入
）

※
た
だ
し
、
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
は
倫
理
審
査
の
申
請
内
容
に
準
じ
る
こ
と

今
回
は
、
デ
モ
デ
ー
タ
と
し
て
、

Ka
gg

le
と
い
う
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
以
下
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
使
用

St
ro

ke
 P

re
di

ct
io

n 
D

at
as

et

ht
tp

s:/
/w

w
w

.k
ag

gl
e.

co
m

/d
at

as
et

s/
fe

de
so

ria
no

/s
tr

ok
e-

pr
ed

ic
tio

n-
da

ta
se

t

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

デ
ー
タ
を
読
み
込
ん
で
、
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

CS
Vを
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
で
添
付
）

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止
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（
資
料
１
　
つ
づ
き
）

ス
ラ
イ
ド

 1
9

ス
ラ
イ
ド

 2
0

ス
ラ
イ
ド

 2
1

ス
ラ
イ
ド

 2
2

ス
ラ
イ
ド

 2
3

ス
ラ
イ
ド

 2
4

ス
ラ
イ
ド

 2
5

ス
ラ
イ
ド

 2
6

ス
ラ
イ
ド

 2
7

④
デ
ー
タ
分
析
（
デ
ー
タ
未
投
入
）

※
デ
ー
タ
を
生
成

AI
に
投
入
で
き
な
い
と
き

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

あ
な
た
は
、
統
計
の
専
門
家
と
し
て
で
き
る
だ
け
厳
密
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。
分
析
用
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
が

df
に
格
納

さ
れ
て
お
り
、

df
に
は
以
下
の
変
数
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。

ag
e:

 連
続
変
数

se
x: 

0=
女
性

, 1
=男
性

hy
pe

rt
en

sio
n:

 0
=既
往
な
し

, 1
=既
往
あ
り

di
ab

et
es

: 0
=既
往
な
し

, 1
=既
往
あ
り

he
ar

t_
fa

ilu
re

: 0
=既
往
な
し

, 1
=既
往
あ
り

sm
ok

in
g_

ha
bi

t: 
0=
な
し

, 1
=あ
り

dr
in

ki
ng

_h
ab

it:
 0

=な
し

, 1
=あ
り

St
ro

ke
: 0

=発
症
な
し

, 1
=発
症
あ
り

St
ro

ke
の
発
症
の
リ
ス
ク
因
子
を
分
析
し
た
い
の
で
す
が
、
何
分
析
を
行
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

④
デ
ー
タ
分
析
（
デ
ー
タ
未
投
入
）

※
デ
ー
タ
を
生
成

AI
に
投
入
で
き
な
い
と
き

＜
プ
ロ
ン
プ
ト
＞

提
案
し
て
も
ら
っ
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
を
実
行
し
た
い
の
で
す
が
、

Rで
実
行
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
を
書

い
て
も
ら
え
ま
す
か
？

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

学
術
雑
誌

{J
ou

rn
al

 N
am

e}
に
投
稿
中
の
論
文
に
つ
い
て
、

Ed
ito

ria
lt

ea
m
よ
り
以
下
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
予
算
の
支
出
期
限
の
関
係
で
、
査
読
結
果
の
決
定
を
急
い
で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
。
返
信
メ
ー
ル

は
、
査
読
プ
ロ
セ
ス
が
大
変
な
作
業
で
あ
る
事
情
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、
失
礼
の
内
容
配
慮
し
て
ほ
し
い
で
す
。

＃
以
下
、
メ
ー
ル
本
文

D
ea

r D
r. 

{A
ut

ho
r}

W
e 

ho
pe

 th
is 

em
ai

l f
in

ds
 y

ou
 w

el
l. W

e 
ar

e 
w

rit
in

g 
to

 o
ff

er
 a

n 
up

da
te

 o
n 

yo
ur

 s
ub

m
iss

io
n 

to
 th

e 

{J
ou

rn
al

 N
am

e}
 e

nt
itl

ed
 “{

M
an

us
cr

ip
t t

itl
e}

” (
{M

an
us

cr
ip

t I
D

})
.

・
・
・
・
（
今
回
は
、

Ed
ito

rが
対
応
不
能
に
な
り
、
新
し
い

Ed
ito

rを
探
し
て
い
る
旨
の
メ
ー
ル
）

⑤
英
文
メ
ー
ル
の
返
信

<指
示

>

論
文
投
稿
時
の

CO
V

ER
LE

TT
ER
等
も

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

⑦
EX

CE
Lの
関
数
作
成

【
状
況
設
定
】

以
下
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
集
計
作
業
し
て
お
り
、
入
院
日
数
が
１
０
日
以
上
な
ら

”長
期

”、
１
０
日
未
満
な

ら
”短
期

”と
い
う
判
定
を
付
け
、

I列
に
入
院
期
間
変
数
を
追
記
し
た
い
と
す
る
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

⑧
文
章
の
分
類

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

学
術
雑
誌

{J
ou

rn
al

 N
am

e}
に
投
稿
中
の
論
文
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
査
読
コ
メ
ン
ト
が
き
ま
し
た
。

病
院
機
能
評
価
指
標
は
、
先
行
研
究
で
患
者
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
本

文
に
も
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
相
手
の
主
張
も
尊
重
し
た
う
え
で
、
本
研
究
の
意
義
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
レ
ス

ポ
ン
ス
の
文
面
を
英
語
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
形
式
に
せ
ず
、
内
容
だ
け
で
よ
い
で
す
。

”A
 s

tu
dy

 th
at

 d
oe

s 
no

t u
se

 in
di

vi
du

al
 p

at
ie

nt
 h

ea
lth

 o
ut

co
m

es
 a

s 
th

e 
en

dp
oi

nt
 is

 m
ea

ni
ng

le
ss

. 

Th
e 

au
th

or
s 

sh
ou

ld
 h

av
e 

fo
cu

se
d 

on
 p

at
ie

nt
 s

ur
vi

va
l, c

om
pl

ic
at

io
n 

ra
te

s, 
or

 q
ua

lit
y 

of
 li

fe
 

in
st

ea
d 

of
 h

os
pi

ta
l f

un
ct

io
n 

in
di

ca
to

rs
.”

⑥
査
読
コ
メ
ン
ト
対
応

<指
示

>
【
状
況
設
定
】

病
院
機
能
評
価
指
標
を
ア
ウ
ト
カ
ム
に
し
た
研
究
を
投
稿
し
て
い
る
状
況
で
、
患
者
個
人
の
健
康
状
態
を

ア
ウ
ト
カ
ム
に
し
た
研
究
で
な
い
な
ら
無
価
値
だ
！
と
い
う
理
不
尽
な
コ
メ
ン
ト
が
き
た
と
き
の
回
答
を

一
緒
に
検
討
し
て
も
ら
う
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

23

保
健
師
の
業
務
内
容
と
社
会
的
役
割

保
健
師
は
地
域
住
民
の
健
康
維
持
や
生
活
の
質
向
上
を
目
指
し
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て
、
定
期
的
な
集
団
検
診
や
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
全
体
で
病
気
の
早
期
発
見
や
予
防
が
期
待
さ
れ
、
住
民
が
健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
の
基
盤
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
相
談
も
行
っ
て
お
り
、
家
庭
訪
問
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
面
談
を
通
じ
て
、
個
別
の
健
康
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
特
に
糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
に
対
し
て
は
、
個
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
背
景
に
合
わ
せ
た
指
導
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
師
は
地
域
住
民
の
健
康
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
行
政
に
対
し
て
政
策
提
言
を
行
う
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、
介
護
予
防
事
業
の
計
画
や
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
立
案
に
携
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
政
策
的
な
業
務
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
分
析
や
地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
と
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
保
健
師
の
視
点
が
行
政
計
画
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
で
、
住
民
の
健
康
に
密
接
に
関
わ
る
施
策
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

集
団
支
援
の
一
環
と
し
て
、
保
健
師
は
禁
煙
指
導
や
栄
養
改
善
指
導
な
ど
、
健
康
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
住
民
向
け
の
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
個
人
が
持
つ
健
康
リ
ス
ク
に
対
し
て
予
防
的
な

措
置
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
地
域
全
体
の
健
康
意
識
を
高
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
人
に
は
個
別
の
フ
ォ
ロ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
育
児
に
悩
む
母
親
に
対
し
て
は
、
家
庭

訪
問
を
通
じ
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
個
別
支
援
は
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
健
康
課
題
を
分
析
し
、
地
域
住
民
に
役
立
つ
保
健
活
動
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
も
保
健
師
の
重
要
な
業
務
で
す
。
特
に
、
感
染
症
対
策
の
た
め
に
予
防
接
種
や
衛
生
指
導
を
行
う
な
ど
、
健
康
リ
ス
ク
が
高

い
集
団
に
対
し
て
は
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
全
体
の
健
康
水
準
を
底
上
げ
す
る
た
め
の
政
策
提
案
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
近
年
増
加
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
相
談
窓
口
の
設
置
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
推
進
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
は
地
域
全
体
に
及
ぶ
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
保
健
師
が
政
策
立
案
や
施
策
実
施
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

で
、
住
民
の
安
心
・
安
全
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
住
民
の
健
康
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
や
分
析
も
、
保
健
師
の
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
健
康
傾
向
や
課
題
が
明
確
化
さ
れ
、
効
果
的
な
保
健
活
動
や
事
業
の
立
案
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
を
通
じ
て
、
高
齢
化
対
策
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
施
策
が
よ
り
現
実
的
な
も
の
に
な
り
、
住
民
が
長
く
健
康
で
い
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
保
健
師
は
個
人
の
支
援
か

ら
集
団
へ
の
教
育
、
さ
ら
に
は
地
域
全
体
の
健
康
維
持
を
目
指
し
た
政
策
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑧
文
章
の
分
類

「
保
健
師
の
業
務
内
容
と
社
会
的
役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
生
が
書
い
て
き
た
レ
ポ
ー
ト
（
架
空
）

の
文
面
を

CH
AT

G
PT
に
分
類
さ
せ
て
み
る

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

⑤
英
文
メ
ー
ル
の
返
信
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{Y
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※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

⑦
EX

CE
Lの
関
数
作
成

添
付
の
デ
ー
タ
を
も
い
て
、
入
院
日
及
び
退
院
日
の
変
数
か
ら
入
院
日
数
を
算
出
し
、
１
０
日
以
上
な
ら

”長
期

”、
１

０
日
未
満
な
ら

”短
期

”と
い
う
判
定
を
付
け
、

I列
に
入
院
期
間
変
数
を
追
記
し
た
い
で
す
。

Ex
ce

l上
で
実
施
す
る
場
合

の
関
数
を
考
え
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
と
っ
て
、
画
像
で
張
り
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止
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（
資
料
１
　
つ
づ
き
）

ス
ラ
イ
ド

 2
8

ス
ラ
イ
ド

 2
9

ス
ラ
イ
ド

 3
0

ス
ラ
イ
ド

 3
1

ス
ラ
イ
ド

 3
2

ス
ラ
イ
ド

 3
3

ス
ラ
イ
ド

 3
4

ス
ラ
イ
ド

 3
5

ス
ラ
イ
ド

 3
6

⑨
簡
単
な
フ
ロ
ー
図
の
作
成

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

添
付
の
画
像
に
書
か
れ
た
フ
ロ
ー
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
書
き
で
書
い
た
フ
ロ
ー
図
を
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
添
付
し
ま
し
ょ
う
。

※
注
意
：

Cl
au

de
で
は
う
ま
く
動
作
し
ま
す
が
、

Ch
at

GP
Tで
実
行
す
る
と
、
日
本
語
の
フ
ロ
ー
図
の
場
合

フ
ォ
ン
ト
が
文
字
化
け
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑨
簡
単
な
フ
ロ
ー
図
の
作
成

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

29

こ
の
よ
う
な
形
で
、
画
像
と
コ
ー
ド
が
出
力
さ
れ
ま
す
。

２
）
独
自
開
発
さ
れ
た

A
Iが
必
要
な
作
業

•
文
字
起
こ
し
（

W
hi

sp
er

, U
D

 T
al

k,
 e

tc
..)

•
高
度
な
画
像
生
成

(S
ta

bl
e 

D
iff

us
io

n,
 M

id
jo

ur
ne

y 
et

c..
.)

•
音
声
生
成

（
VO

IC
EV

O
X,

 C
O

EI
RO

IN
K,

 A
.I.V

O
IC

E,
 V

O
IC

EP
EA

K,
 A

qu
es

Ta
lk

, e
tc

..)

•
作
曲

（
SU

N
O

, J
uk

eb
ox

, A
m

pe
r M

us
ic

, e
tc

...）

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

２
）
保
健
師
で
は
？

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

５
）
生
成

A
I時
代
に
必
要
な
ス
キ
ル

AI
AI

AI

仮
説
を
立
て
る
力

検
証
す
る
力

AI
AI

AI

デデ
ーー
タタ
ベベ
ーー
スス

のの
構構
築築

デデ
ーー
タタ
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ

診診
療療
業業
務務
補補
助助

問
い
を
立
て
る
力

選
択
す
る
力

（
責
任
を
負
う
）

分分
析析
補補
助助

必必
要要
なな
デデ
ーー
タタ
のの
抽抽
出出

分分
析析
のの
指指
定定

解解
釈釈
補補
助助

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

6.
生
成

A
Iを
地
域
看
護
に
ど
う
活
か
す
か

１
）
看
護
分
野
に
お
け
る

A
Iの
展
望

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

４
）
生
成

A
Iの
導
入
フ
ェ
ー
ズ

個
人
的
に
利
用
し
て
い
る
状
況

壁
打
ち
一
人
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

フフ
ェェ
ーー
ズズ

1: 
Em

po
w

er
 E

m
pl

oy
ee

s

フフ
ェェ
ーー
ズズ

2:
 O

pt
im

iz
e 

op
er

at
io

ns

フフ
ェェ
ーー
ズズ

3:
  E

ng
ag

e 
Cu

st
om

er
s

社
内

D
Xや
工
程
改
善
を
推
進

顧
客
体
験
の
改
革

ス
タ
ッ
フ
内
で
活
用

D
Xの
推
進

患
者
さ
ん
向
け
サ
ー
ビ
ス

（
出
典
）
「
第

24
回
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
材
政
策
に
関
す
る
検
討
会
」
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
資
料
よ
り
改
変

ht
tp

s:/
/w

w
w

.m
et

i.g
o.

jp
/s

hi
ng

ik
ai

/m
on

o_
in

fo
_s

er
vi

ce
/d

ig
ita

l_
jin

za
i/

02
4.

ht
m

l 

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

３
）
発
展
途
上
の
技
術

•
Po

w
er

po
in

t等
の
ス
ラ
イ
ド
作
成

(C
la

ud
e✖️

M
ar

p,
 G

am
m

a,
 C

op
ilo

t P
ro

, C
an

va
, e

tc
...)

•
動
画
生
成

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止

３
）
戦
略
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要

サ
マ
リ
の
作
成

転
倒
防
止
見
守
り

業
務
管
理

緊
急
時
の
対
応

業業
務務
のの
洗洗
いい
出出
しし

ロロ
ーー
ドド
ママ
ッッ
ププ
化化

業業
務務
特特
性性
のの
確確
認認

１
．
患
者
へ
の
ケ
ア
の
提
供

1)
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
測
定

2)
日
常
生
活
援
助
（
食
事
、
入
浴
等
）

・
・
・

２
．
患
者
の
観
察
と
記
録

1)
患
者
の
病
状
の
観
察

2)
観
察
結
果
の
記
録
と
報
告

a.
情
報
の
読
み
取
り
・
把
握

b.
ア
セ
ス
メ
ン
ト

c.
看
護
診
断

３
．
患
者
及
び
家
族
へ
の
教
育
と
支
援

・
・
・

代
替
ニ
ー
ズ

代
替
し
や
す
さ

（
低
コ
ス
ト
）

ア
ウ
ト
カ
ム

（
業
務
効
率
化
、
治
療
成
績
）

看
護
記
録
の
作
成
補
助

看
護
記
録
の

質
の
向
上
・
均
質
化

看
護
診
断
・
意
思
決
定
支
援

※
無
断
使
用
、
複
製
、
転
載
、
配
布
、
改
変
は
禁
止
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